
 

学力向上に向けて 
－全国学力学習状況調査の結果より－ 

６年生を対象として４月に行われた「全国学力学習状況調査」は、全国の小学

校６年生と中学校の３年生を対象として、全部の学校で行われるものです。内容

は、国語と算数・数学、児童・生徒の生活状況・学習状況に関するアンケートで

す。国語と算数・数学は、基本問題と活用問題の２種類の構成となっています。 

全国学力学習状況調査の個々の結果は、個人カードとして６年生全員に配付いたしました。各

ご家庭で話し合っていただき、今後の学習の参考としてください。 

全国学力学習状況調査の結果分析を校内で行った結果、学力状況調査では、国語では「俳句の

情景を捉えること」「ことわざの意味の理解」「漢字を書くこと」、算数では「図形の構成や面積」

「資料の分類整理」の学習について正答率が高く、良くできていました。反面、国語では「目的

に応じた読み取り」「文章の構成や表現の意図を捉えること」、算数では「小数の四則混合計算」

「問題を図に表すこと」「割合などの数量関係」の学習についての正答率が低く、課題があること

が分かりました。また、国語、算数とも活用問題の正答率が低く、活用する力を伸ばしていく必

要を感じました。学習状況調査では、学習に対する意欲が高いことや自己肯定感が高いこと、地

域での活動を大切に考えていることなどが分かり、うれしく思いました。反面、文章を書くこと

を好まない児童が多いことや、新聞やニュースなどへの関心が高くないこともわかりました。 

 あずま小学校では、今後の学力向上対策として、以下の点に重点をおいて取り組んでいきたい

と考えております。 

①よりよい授業をめざして・・・ 
 本校は、本年より学力推進モデル校の指定を受け、

子どもたちの「なぜ？」を「わかった！」につなげる

ことができる深い学びの姿の表れる算数の授業づくり

に、全職員で取り組んでいきます。そのために、まず、

算数の授業の流れや、板書、ノート指導などの共通理

解を図り全職員で実践しています。子どもたちが自分

の考えをもち、伝え合い、みんなで学び合う中で、わ

かる楽しさを味わうことができ、論理的な思考力を高

めていけると考えます。 

②きめ細かな指導体制の継続・・・ 
５・６年生の算数では、個々の子どもたちにきめ細か

く対応できますよう、ＴＴや少人数指導を取り入れてい

きます。 

③家庭学習、パワーアップタイムを 

効果的に・・・ 
 家庭学習やパワーアップタイムを活用して、国語・算

数の基礎的・基本的な学習（計算練習や言葉の学習など）

に計画的に取り組ませていきたいと思います。基礎的・

基本的な学習内容が定着することで、学習の楽しさが増し、思考力を育てていけると考えます。

また、国語・算数の「活用力を高める問題」にも計画的に取り組ませ、活用力の向上を図ってい

きたいと考えています。 

また、学習の基本となる読書の質を高めるために、図書委員会を中心とした「おすすめの本」

を伝える活動を継続していきます。 
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